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〇国民健康保険の県単位化にあたっての請願
請 願 者　秩父市　秩父社会保障推進協議会　代表者　千島　正行
紹介議員　出浦　正夫、岩田　和幸、齋藤　　維
請願審査　12月定例会で文化厚生常任委員会に付託され継続審査となった本請願は、本委員会において

審査した結果、「採択とすべきもの」と決定し、３月定例会（16日）において委員長が審査
結果を報告しました。

請 の く願 ゆ え

国民健康保険の県単位化にあたっての請願
　

　2018年度より、国民健康保険制度の財政運営主体が市町村から埼玉県に移行します。現在埼玉県国民健康
保険運営協議会において移行に向けた準備が進められており、この７月には「埼玉県国民健康保険運営方針」
（案）が公表されました。この運営方針（案）は、市町村の法定外繰り入れ（市町村独自の財政支援）の大
部分を「解消・削減すべき赤字」として、６年間の期限を定めてその解消を迫っています。計画通りに法定
外繰り入れが解消・削減されるなら、国民健康保険税は最大で２倍、平均で1.4倍引き上げられる試算となっ
ています。
　国民健康保険制度は、被保険者の大半が低所得者・高齢者で構成されていること、国庫負担割合が長期的
に削減されてきたことなどから、被保険者の税負担が重く、払いきれずに滞納する世帯が増大しています。
このため滞納対策としての取立てや差し押さえが行われています。先の運営方針（案）では、市町村ごとの
国民健康保険税収納率目標も定められ、更なる徴税強化を余儀なくされることは必至です。
　これ以上の国民健康保険税の引き上げは、国民健康保険制度そのものの崩壊にもつながりかねません。国
民健康保険法はその第１条で、国民健康保険は社会保障であると明記しています。国民健康保険は、国・県
及び地方自治体が責任をもってその運営を支えるべきです。

【請願項目】
１．国民健康保険制度が社会保障であるという観点から、国及び県に対して公的支援の拡充を強く要望する
とともに、法定外繰り入れによる財政的支援を継続・拡充させること。

２．国民健康保険税額の引き上げは行わず、低所得者の保険税減免制度の拡充を図ること。
３．国民健康保険税の徴税は、生活と営業の再建を最優先し、個別状況を勘案して懇切丁寧に行うこと。保
険証の取り上げは行わないこと。

〇「若者も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設するための意見書提出の請願
請 願 者　秩父市　全日本年金者組合埼玉県本部秩父支部　支部長　金子　寛次
紹介議員　出浦　正夫、岩田　和幸、髙橋　謙治
請願審査　本請願は、３月定例会７日目（16日）に上程し、文化厚生常任委員会に付託することで議決

され、閉会中の継続審査となりました。
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小鹿野町手話言語条例に対する修正案 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町手話言語条例（修正部分を除く） ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町過疎地域自立促進特別事業基金条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町国民健康保険財政調整基金条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町指定居宅介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居
宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例 ○○○○○○○○○○－○

小鹿野町特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正
する条例 ○○○○○○○○○○－○

小鹿野町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例 ○○○●●●●○●○－○

小鹿野町町長及び副町長の給与等に関する条例及び小鹿野町教育委員会
教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○●●●○●○－○

小鹿野町一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○○○○○○●○●○－○
小鹿野町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する
条例 ○○○○○○○○○○－○

小鹿野町デイサービスセンター条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町ヘルパーステーション条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町障害者計画等策定協議会条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町介護保険条例の一部を改正する条例 ○○○○○○●●●○－○
小鹿野町都市公園条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○－○
小鹿野町過疎地域自立促進計画の変更について ○○○○○○○○○○－○
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について ○○○○○○○○○○－○
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について ○○○○○○○○○○－○
財産の取得について ○○○○○○○○○○－○
平成29年度小鹿野町一般会計補正予算（第５号） ○○○○○○○○○○－○
平成29年度小鹿野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○○○○○○○○○－○
平成29年度小鹿野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○○－○
平成29年度小鹿野町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○○－○
平成29年度小鹿野町浄化槽設置管理等特別会計補正予算（第１号） ○○○○○○○○○○－○
平成29年度国民健康保険町立小鹿野中央病院事業会計補正予算（第１号）○○○○○○○○○○－○
平成30年度小鹿野町一般会計予算に対する修正案 ●●●●○○○●○●－●
平成30年度小鹿野町一般会計予算 ○○○○●●●○●○－○
平成30年度小鹿野町国民健康保険特別会計予算 ○○○○●●●○●○－○
平成30年度小鹿野町後期高齢者医療特別会計予算 ○○○○○○○○○○－○
平成30年度小鹿野町介護保険特別会計予算 ○○○○○○○○○○－○
平成30年度小鹿野町浄化槽設置管理等特別会計予算 ○○○○○○○○○○－○
平成30年度国民健康保険町立小鹿野中央病院事業会計予算 ○○○○○○○○○○－○
平成30年度小鹿野町営国民宿舎事業会計予算 ○○○○○○○○○○－○
国民健康保険の県単位化にあたっての請願 ○○○○○○○○○●－○

「若者も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設するための意見
書提出の請願 継続審査（文化厚生常任委員会付託）

原発の再稼働ではなく、国民の命と安全を優先するエネルギー政策への
転換を求める意見書案 ○○○○○○○○○○－○

平成30年度議員派遣の件について ○○○○○○○○○○－○
小鹿野浄水場の存続を求める決議案 ●●○○○○○●○●－○
学校法人「森友学園」の国有地取引をめぐる決裁文書改ざんに抗議し、
疑惑の徹底解明を求める意見書案 ○○○○○○○○○○－○

 ※ 黒澤光司議員は議長のため採決に加わっていません。
 ※ 条例の内容については町ホームページの「小鹿野町例規集」でご確認いただけます。

予算・条例等の審議結果


